
 

図３ 計算された、1900 年から 2100 年までの日本の真夏日日数の変化（2001 年以降については

シナリオ「A1B」を用いた結果）。日本列島を覆う格子（100km×100km程度）のうち一つでも最高気

温が 30℃を超えれば、真夏日１日と数えた。都市化が考慮されていないこと、広い面積の平均を

基にしていることから、絶対値は観測データと直接比較できない。相対的な変化のみが重要。 
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